
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年３月１４日 

 令和６年度  

 第３号 

 福島県立ふたば支援学校 

令和６年度 さくら相談室の取組 

【来校相談・でかける支援】(３月末まで) 

〇来校相談 ２３件 

  学校見学等 ７件、 

教育相談(高校生、保護者) １６件 

〇でかける支援 ２４件 

こども園１件、小学校 １３件 

中学校３件、高等学校 ７件 

来校相談では、主に就学に向けた相談や学校

見学、コミュニケーションや気持ちのコントロールな

どに課題を感じている高校生や保護者からの相談

が多くありました。でかける支援では、地域の園や

小中学校、高校に出向き、指導上の悩みや課題、

児童生徒の困り感や気持ちに寄り添いながらより

良い支援のあり方を一緒に考えました。 

双葉郡で共に学び、共に生きるために 

 

教頭 伊藤 秀之     

令和７年１月からふたば支援学校は楢葉町に戻ってきました。双葉郡の特別支援学校として地域の特

別支援教育の充実に寄与したいと考えております。保護者の皆様、学校や自治体、関係機関の皆様どう

ぞ、お気軽にご相談ください。ご期待に完全には添えないこともあるかもしれません。それでも本校は

「地域で共に学び共に生きる教育の推進」に向けて相談してくださった方々と一緒に考えていきますの

でよろしくお願いします。 

私が初任者のころ、「相互障害状況」という言葉をよく先輩方から教えていただきました。これは、

一方の人間の障がい（疾患）そのものが障がいなのではなく、人間同士の係わり合いにおいて、お互い

のコミュニケーションが成り立たない状況が障がいを生み出している、という考えです。児童生徒と教

員の関係で考えてみましょう。児童生徒の障がい（疾患）のせいで、うまくコミュニケーションをとれ

ていないのではなく、教員が児童生徒に伝わるコミュニケーション手段を講じることができていないた

めに障がいが発生しているということです。これは、教員だけでなく児童生徒も互いに困っている状態

である。と私は捉えています。授業においては、児童生徒ができない（授業目標を達成できない）の

は、障がいを含む児童生徒に原因があるのではなく、児童生徒が目標を達成するための手立てを講じる

ことができない教師の授業力が不足していると先輩方から教えていただきました。そこから何とか授業

力を上げたいと思いながら勤務してきました。 

本校に相談していただいた際にも、この「相互障害状況」の考え方も含めて様々な視点から問題点を

整理し、改善にむけて一緒に考えてまいります。 

国や福島県は、共生社会の実現や「地域で共に学び、共に生きる教育の実現」を理念に掲げていま

す。双葉郡の学校が素晴らしい取り組みをされている事例は、本校職員からよく伺っています。障がい

を理由に排他や差別されることなく、地域で共に学び、共に生きる教育を推進するためのふたば支援学

校でありたいと考えておりますので、どうぞ、よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年１月より楢葉町で教育活動を再開しました。今後も

双葉地区の子どもたちの自立と社会参加に向け、切れ目のな

い支援を一緒に考えていきましょう。 

お気軽にご相談ください。 

ふたば支援学校のホームページ、
noteをぜひご覧ください！ 
https://futaba-sh.fcs.ed.jp/ 
https://futaba-shs.note.jp/ 

【研修支援について】 

～双葉地域支援ネットワーク会議～ 

 双葉地域支援ネットワーク会議では、双葉地域のこども

園・小・中学校、高等学校の先生方とのネットワークづくりと

「共に学ぶ教育」を目指して、学び合いを行っています。 

 今年度も年３回実施し、授業参観や研究協議、自立活動に

関する各校の取組や課題について協議や意見交換などを

行いました。参加された先生方からは、「授業実践を通した

学び合いが良かった」「他校の先生方との意見交換が大変

参考になった」などの声が多く聞かれました。 

【関係機関との連携について】 

～双葉地区自立支援協議会こども部会への参加～ 

 ２月１８日(火)にふたば支援学校を会場に自立支援協議会こど

も部会の全員部会が開催されました。こども支援に関する町村の

課題や今後の解決策などについて、話し合いが行われました。 

【PTAミニセミナーについて】 

 ２月１７日(月)に行われた PTA ミニセミナーでは、本校の保護者さんと一緒に

日頃の悩みや心配事などを話し合う場を設けました。福祉や医療、進路のことな

ど、様々な話題が出されました。保護者さんからは、「自由に話せることができた」

「他の家庭の話も聞くことができてよかった」などの感想がありました。今後、さく

ら相談室としても情報提供や解決策などを一緒に考えていくことができればと思

います。 

https://futaba-sh.fcs.ed.jp/

